
概 施策名 行政運営 基本目標 共に創る持続的に発展するまち

要 施策の目的 行政課題に的確に対応し、質の高い行政サービスを提供し続けるため、効率的かつ効果的な行政運営を行うこと。

施策の方向 広域連携の強化

令和5年度は実施時期があわず大雄山線とのコラボは実現できなかったが、その他で数多くの事業を連携し実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 引き続き協議会で連携しながら事業を進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

駿豆線沿線地域活性化協議会 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　

1

４年度 令和　５年度 令

頁

和　５年度 令和　６年

令

度
活動指標名 単位

実績

和

計画 実績 計画 決算 当初

 

予算 決算 当初予算
全体

5

事業概要
①

連携事業の

年

取組件数 件 48 23 3

度

7 23
伊豆箱根鉄道住

　

駿豆線の沿線3市1町

　

（三島市、函南町
、伊

事

豆の国市、伊豆市）と

務

伊豆箱根鉄道（株）と

事

で連 0 0 0 0
携し、沿

業

線地域の活性化と防災

評

体制の強化を図る。
②

価

令和　７年度の優先度

表

③1 　□ Ａ　　　 

（

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

個

　　　 □ Ｄ　

令和

票

5年度は実施時期があ

）

わず大雄山線とのコラ

課

ボは実現できなかった

名

が、その他で数多くの

企

事業を連携し実施
■ 

画

計画どおり   
令和

戦

　５年度 した。
□ 遅

略

延         

部

の評価
□ 進展なし 

政

    

■ 維持　□

策

 拡大 引き続き協議会

企

で連携しながら事業を

画

進めていく。
事業区分

課

□ 自治事務   □

作

 法定受託   □ 

成

その他
今後の方向性 □

日

 縮小　□ 改善
（改

令

善措置等）□ 休止　

和

□ 終了
計画対象 □ 

　

実施計画査定対象  

６

□ 行政改革対象 
□

年

 廃止　　　　 

※決

　

算額については、端数

８

処理により、他資料の

月

決算額と差異が生じて

　

いる場合もあります。

１日


